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ストックの維持修繕に関する
環境が未整備（費用・事業者に
関する情報不足、費用等の妥当性
の判断が困難、住宅履歴情報の未

整備等） → ストックの維持修繕
のための環境整備

品質・性能に関する情報
の不足、保証制度の未整
備 →インスペクション・告知
書の活用、中古住宅に応じた
性能担保策の検討

価格に関する情報不足
価格の妥当性の判断が困

難

税制に関する問題
→既存住宅向け税制

住宅金融の問題
→既存住宅向けローン

瑕疵に対する不安

良質なストック
の不足

良好に維持修繕する
メリットの不足

維持修繕の状態が適正に評
価されない →インスペクショ
ン・告知書の活用

希望価格で売
却できない

現住居の売却と転居に伴う
コストが高い

「既存住宅」と「リフォーム」
市場の連携が不十分 →
リフォーム市場との連携強化

需要が限定的
（新築に比べて消極的な選択）

供給が限定的
未成熟な市場

・リフォーム市場との連携
・維持修繕データが未整備

購入物件選定のコストが高い

情報開示に対
する抵抗感

新築住宅に比べて
優位性なし

限定される物件選択

限定的な住替
えニーズ

瑕疵担保責任
の保証制度の
未整備 →中古
住宅に応じた性能
担保策の検討


